
自分のコンピュータを設定する方法 
この実習を完了するには、Web ブラウザが必要です。 

このラボの作業を行うには、事前設定済みの dCloud ラボを使用するか、自分のコ

ンピュータを設定する必要があります。詳細については、「Pre-Event Preparation
（イベント前の準備）」および「Lab Setup（ラボの設定）」の各モジュールを確認してく

ださい。 

Spark および Tropo を利用した、人とコン

ピュータ システムの相互作用・連携の概要 
このラボでは、バイモーダル IT と呼ばれる新しい業界のトレンドについて学びます。

バイモーダル IT は、エンジニアとシステムの間の相互のやりとりに影響を及ぼしま

す。最新の人とコンピュータ システムの相互作用・連携をサポートするツールを利

用した、バイモーダル IT によるネットワーク運用に関して見ていきましょう。さらに、

Spark および Tropo を使用した人とコンピュータシステムの相互作用・連携の基本

についても確認します。Python のコードや Tropo のスクリプト言語を使用して 
DevOps スタイルのワークフローをシミュレーションし、最新のインタラクションを実

現するプラットフォームの活用方法を確認します。このラボを終えることで、Spark と 
Tropo の利点に加え、それらを DevOps スタイルのワークフローに取り入れる上で

の基本について把握することができます。 

目的 

所用時間：20 分 

• バイモーダル IT の定義と、それがネットワーク運用に与える影響について把

握する 
• Spark を利用した人とコンピュータ システムの相互作用・連携の利点につい

て理解する 
• Tropo を使用する際の基本について学ぶ 
• Tropo を利用した人とコンピュータ システムの相互作用・連携の利点につい

て理解する 

https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup


前提条件 

• このラボでは、ラボの設定を最小限にするために、dCloud のラボ環境を使

用します。ラボ環境で自分のローカル ラップトップまたは Ubuntu ホストを使

用して演習を行う方法については、「Lab Setup（ラボ設定）」および「Pre-
Event Preparation（イベント前の準備）」の各モジュールを確認してください。 

• また、Spark と REST API の詳細については、「REST APIs and Python
（REST API および Python）」モジュールを確認してください。 

Git リポジトリの複製 

• 自身のコンピュータ上で作業をする場合は、Git リポジトリを複製してください。 
• このステップを完了する方法については、「Lab Setup（ラボの設定）」および

「Pre-Event Preparation（イベント前の準備）」モジュールを参照してください。 

ステップ 1：バイモーダル IT とは 
ここ数年、テクノロジーにおいては数多くの変化がみられます。シスコの ACI や 
APIC-EM などのプラットフォームは、ネットワークの設計や実装に携わる際の新た

な基準となりました。ただし、こうしたテクノロジーの導入は、急速なテクノロジーの

変化にビジネス プロセスを適応させることなしに成功することはありません。ネット

ワーク インフラストラクチャにおいて、プログラミング可能な API を最大限活用する

ために、テクノロジーの変化と同程度のビジネス プロセスの変更が必要となります。 

テクノロジーの分野では、このような変革のことをデジタル変革と呼んでいます。ビ

ジネス プロセスをいち早く適応させ、顧客のニーズや競合に対応する必要がありま

す。ACI および APIC-EM のプラットフォームでは、ビジネス プロセスとワークフ

ローの自動化を可能とする多様な API が用意されており、そこではもはや、人とシ

ステムが直接的にやりとりする必要がなくなります。このような点を考えると、こうし

たプラットフォームの導入を成功させるために、新しいプロセスのためのシステムと

ソフトウェアが必要になるのです。 

そこで登場するのが、バイモーダル IT になります。バイモーダル IT は Gartner の
提唱している用語で、IT を 2 種類のモードまたはグループとして説明するものです。

モード 1 は、安定性と予測可能性に重点を置いた従来の IT 運用です。一方、モー

ド 2 では、システムとプロセスを改善するための実験的試みや俊敏性に重点を置き

ます。こうした 2 種類のモードは、管理の対象となるシステムの複雑さや重要性に

応じて使い分けられます。この第 2 の IT のモードにより、広い範囲で実験的な取

組みが可能になります。 

https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup
https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-np-rest-python
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-np-rest-python
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup
https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://developer.cisco.com/site/aci/
https://developer.cisco.com/site/apic-em/
http://blogs.gartner.com/it-glossary/bimodal/


これまで、ネットワーク インフラストラクチャとやりとりする際には、汎用的な CLI（コ
マンドライン インターフェイス）が使われてきました。CLI は、1 人のエンジニアが

ネットワーク デバイスとやりとりする上でのシンプルな手段を提供しますが、短所も

あります。たとえば、知識の共有が困難です。CLI での出力だけでは、複雑なトポロ

ジについて詳細を伝えることは難しいでしょう。また、CLI を使ってネットワークを変

更した場合、その設定変更が運用上の問題を引き起こさないかを判断するために

は、ネットワーク エンジニアは SNMP（Simple Network Management Protocol）
サーバや syslog サーバなどの複数のソースを確認する必要があります。 

業界のトレンドとしてバイモーダル IT が注目を集める中で、顧客はネットワーク イ
ンフラストラクチャとのインタラクションを改善する新しい方法を模索しています。ラ

ボの次のステップでは、Spark および APIC-EM を使用して、どのようにこのような

ことを実現できるかについて確認します。 
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ステップ 2：Spark を利用した人とコンピュータ システムの相

互作用・連携について理解する 

バイモーダル IT への移行にともない、新たなシステム統合や運用プロセスを、最新

のプラットフォーム上で実験できる環境が整いつつあると感じているエンジニアは多

いのではないでしょうか。本ステップでは、APIC-EM と Spark プラットフォームを利

用した、最新のネットワーク インフラストラクチャと人との相互作用・連携の例につ

いて説明します。 

Spark について 

Spark は、グループでのメッセージングやミーティングに加え、下に示すようなさま

ざまな手段でのやりとりを実現するコミュニケーション プラットフォームです。 

 

これまでのモジュールで確認したように、Spark のプラットフォームではオープンな 
API を利用でき、開発者独自のアプリケーションを開発、連携させることができるよ

うになっています。ここでは、Spark の API を使用して、ネットワーク インフラストラ

クチャと人との相互作用・連携を実現する方法について説明していきます。 



 

Spark を使用したネットワークと人との相互作用・連携 

バイモーダル IT の 2 番目のモードでは、革新的な方法でプロセスを改善できるこ

とを説明しました。ここでは、Cisco Spark のメッセージング プラットフォームとネット

ワーク インフラストラクチャを統合するためのシンプルな方法について確認します。 

たとえば、チームで協力して、ネットワークに関する仕様について検討する場面を想

定してみましょう。おそらく、問題の検討やトラブルシューティングが議題となるはず

です。大抵の場合、手書きの図表を作成したり、CLI の出力をコピー ペーストしたり

して、関連データを共有します。そうしたやり方の代わりに、Spark や APIC-EM を
使用して運用プロセスの効率化を促進するやり方を見てみましょう。 

次の図は、ネットワーク インフラストラクチャに関する運用プロセスの改善ソリュー

ションについて説明したものです。先の例では、問題のトラブルシューティングや、

ネットワークからのデータ収集にチームで取り組んでいると仮定しました。単一の 
CLI セッションを開いて、手動でスプレッドシートのデータをまとめ、電子メールで送

るというのがいいように思えます。ところが、APIC-EM と Spark であれば、いずれ

も RESTful API を使用することができるのです。APIC-EM の REST API を通じて、

インベントリなどのデータを収集し、Spark のメッセージ ルームに必要な情報を投

稿できます。 



 

このソリューションには、上記のように複数のコンポーネントが関わっています。まず、

管理者がチームとのメッセージング用に Spark ルームを作成し、Webhook を作成

します。Spark ルームのユーザが、GET HOSTS という文字列を入力すると、この 
Webhook により、カスタム アプリケーションを実行している Web サーバに HTTP 
POST が送られます。このカスタム アプリケーションが、APIC-EM コントローラに対

して HTTP GET を使ってホスト情報のリストを取得する要求を送信し、ネットワーク 
インベントリを取得します。PIC-EM コントローラからの応答（ホスト情報のリスト）が

アプリケーションによって解析され、Spark ルームに結果が投稿されるのです。この

ようにして、最小限の労力で、チーム内の全員に情報が共有されます。 

このソリューションの実際のコードは、次の GitHub リポジトリにあります。
https://github.com/CiscoDevNet/spark-webhooks-sample 

これは、APIC-EM や Spark などのプラットフォームと API を使用した最新のワー

クフロー作成方法の一例です。ラーニング ラボの次のステップでは、最新の人とコ

ンピュータシステムの相互作用・連携を実現する別の方法について確認します。 
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ステップ 3：Tropo の概要 

前のステップでは、Spark のメッセージング プラットフォームの概要を説明しました。

また、Spark のシンプルなグループ メッセージを使用して、エンジニアや運用担当

者とネットワーク インフラストラクチャとの相互作用・連携をどのように実現するかに

ついて説明しました。では、より複雑な音声サービスの場合はどうなるでしょうか。

電話を使用した人とコンピュータ システムの相互作用・連携を提供する方法はある

のでしょうか。 

実は、そのような方法があるのです。シスコの Tropo では、そのような機能が提供

されています。Tropo は、音声/テキスト アプリケーションを自動化する強力なプラッ

トフォームです。シスコでは、Spark に似た機能を提供する Tropo を、さまざまなア

プリケーションに統合できます。 

Tropo を使用した人とコンピュータ システムの相互作用・連携 

Tropo ではどのようなことができるのでしょうか。Tropo には、次の 3 つの主要な機

能があります。 

• SMS の送信 
• SMS の受信 
• 音声インタラクション 

たとえば、Tropo の音声認識機能やテキスト サービスを利用して、ユーザとのイン

タラクションを実現するためのアプリケーションを作成できます。また、Tropo には、

複数のタイプの API が実装されています。 

ではここで、Tropo の動作について、基本的な例を見てみましょう。Tropo のスクリ

プト API を使用して、「Hello World!」を出力させる簡単な例を作成します。Tropo 
のスクリプト API では、Python、Ruby、PHP、JavaScript などの複数の高級言語

が使用可能で、テキストと音声間のインタラクションを自動化することができます。

特定の電話番号がダイヤルされた場合に自動音声メッセージを流すシンプルなスク

リプトを作成しましょう。 

まず、Tropo のログイン ページ（https://www.tropo.com/login）に移動します。クレ

デンシャルを入力し、Tropo にログインします。Tropo のアカウント設定方法につい

て確認が必要な場合は、「イベント前の準備」モジュールを参照してください。 

https://www.tropo.com/
https://www.tropo.com/login


ログイン後、[アプリケーション（Application）] > [マイ アプリケーション（My Apps）] 
へ移動し、[新しいアプリケーションの作成（Create New App）]をクリックします。 

 

次のウィンドウで、[基本情報（Basic Information）]の下に新しいアプリケーションの

名前として「hello-world」を入力します。次に、[アプリケーション タイプ（Type of 
Application）]で、[スクリプト API（Scripting API）]が選択されているのを確認し、[新
しいスクリプト（New script）]をクリックします。 

 



新しいウィンドウが表示され、IDE やテキストエディタと同じような画面があらわれま

す。これが、Tropo のスクリプト API を操作する方法の 1 つです。ここに、音声イン

タラクションを自動化する独自のカスタム コードを入力できます。今回の例では、

Python を使用して、say() 関数を呼び出して、該当する番号にダイヤルされた場

合に Tropo アプリケーションが応答する内容を指定します。次のように関数を入力

し、「hello.py」というファイル名をつけて、[保存（Save）]をクリックします。 

 

コードの内容をみていきましょう。Tropo のスクリプト API で、say() 関数が使用さ

れ、ユーザへ応答される Tropo の音声メッセージが指定されています。関数に渡さ

れる引数はシンプルな文字列です。また、今回は、文字列の後に、ユーザ向けに再

生される音声ファイルの URL も含まれています。 

最後に、アプリケーション用の電話番号を選択します。ここでは、国と地域を選択し

て、適切なエリア コードを決定します。[番号（Numbers）]セクションまでスクロール 
ダウンします。以下の例では、米国の国番号とカリフォルニア州ベイエリアのエリア 
コードがアプリケーションで使用されます。この時点では、まだアプリケーションに課

金の心配はありません。アプリケーションの設定をデフォルトの [開発中

（Development）]のままにしておくことで、課金が発生しないようにできます。ここで

は、適切な地域の電話番号（Japan、日本）を選択してください。完了したら、[追加

（ADD）]をクリックして続行します。 
 
 



 

電話番号が表示されるので、ダイヤルして新しい音声アプリケーションを試すことが

できます。 
 

 

実際に番号をダイヤルしてみてください。「Hello world!」という音声と Tropo 
rocks の音楽と歌声が聞こえてくるはずです。 

メッセージが聞こえない場合は、[スクリプトの詳細（Script Details）]のセクションに

戻り、[スクリプトの編集（Edit script）]ボタンをクリックし、hello.py スクリプトの構

文をもう一度確認してください。必要な変更を実施してスクリプトを保存し、再度、番

号にダイヤルしてください。 

 



ここまでで、初めての自動音声アプリケーションが作成されました。Tropo のプラット

フォームで say（） 関数が使用され、テキストが音声に変更されました。これをネット

ワーク運用に活用することで、どういった利点が得られるか想像してみてください。

たとえば、ネットワーク メンテナンスの時間帯にテキスト メッセージ（SMS）を送信し、

そのメッセージを見たユーザが電話をしてメンテナンスの進捗状況をリアルタイムに

把握することができるようになります。 

おめでとうございます。Spark および Tropo を利用した人とコンピュータ システムの相互作

用・連携の概要に関するラーニング ラボが完了しました。 

完了 
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